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第 1 章 研究背景と目的 

 

中国では、国の一人っ子政策に従い、その子に先立たれた者は「失独者」と呼ば

れ、その数は 100 万世帯以上とも言われる。中国衛生と計画生育委員会によると、失

独世帯は毎年 7.6 世帯のスピードで増加している。この失独者については、貧困問

題、心理的問題、老後の介護問題が深刻化していることが、研究によって明らかにさ

れている。失独者に直面している諸々な問題を支援するため、政府、民間企業、ボラ

ンティア団体などの組織が協同して「失独者の家」という全国公益団体を設立してい

る。「失独者の家」では、インターネットを通じ、実用的な情報とサービスを提供し

ている。 

本研究では、「失独者の家」の活動の効果について、利用者である失独者の満足度

の面から評価するとともに、その満足度に与える要因について利用の動機と利用の有

用性の面から明らかにすることを目的とする。 

本研究における仮説は次の２つである。仮説 1 では、利用者の利用動機は「失独者

の家」に対する満足度に影響を与える。仮説 2 では、高い有用性評価を与える利用者

は「失独者の家」に対する満足度が高い。 

 

第 2 章 研究方法 

 

「失独者の家」の有用性と満足度に評価を行うため、アンケートを実施した。本研

究の研究対象は「失独者の家」ウェブサイトの利用者であった。回答者は 135 名、回

収率は 14％であった。調査項目は利用動機、利用の有用性、利用満足度、調整変数（性

別、年齢、失独年限）であった。 

提供サービスと提供情報それぞれに対する満足度を従属変数に、独立変数として利

用動機、利用の有用性、さらに調整変数を投入し、重回帰分析を行った。 

調査対象者には、調査目的、データ収集方法、分析方法、調査成果の公表、個人情報

の保護、調査への参加と撤回の自由、参加の有無により不利益を生じないことについ

て文書と口頭で説明した上で、調査への参加の同意を得た。本研究は、桜美林大学研

究倫理委員会の承認会(承諾番号：21030)を受けて実施した。 

 

第 3 章 結果 

 

サービス利用への満足度については、利用の有用性が高いと評価した人で満足度が

有意に高かった。しかし、利用の動機が福祉サービスの利用という人では満足度が有

意に低かった。情報への満足度については、利用動機が情報的サポートを求める人で

満足度が有意に高かったものの、利用の有用性が高いと評価した人、および利用動機

が福祉的サポートを求める人は満足度が有意に低かった。 
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第 4 章 考察 

 

利用動機が情報の獲得にある人では情報満足度が高く、また有用性が高いと評価した

利用者については、サービスへの満足度が有意に高かったことから、仮説(1)と仮説（2）

がそれぞれ支持される結果が得られた。 

一方、仮説(1)が支持されない結果も得られた。福祉的サポートを求める傾向の強い

利用者にとっては、情報とサービスへの満足度が有意に低い傾向がある。この結果が

得られた理由としては、中国で豊富なサービス支援を行う難易度が高いことと「失独

者の家」のウェブサイトが使いづらいことが考えられる。また、情報への満足度につ

いては、有用性の高い利用者は満足度が低い傾向があった。このような結果が得られ

た理由は、ウェブサイトが使いづらいことと交絡要因の影響が考えられる。 

本研究の問題点と将来の本研究については、第 1 にサンプルサイズが比較的小さいこ

と、さらに失独者の居住している地域が不明確であるため、地域差に言及できなかっ

た点が問題点として指摘できる。今後、より多くの利用者の情報を収集することで本

研究の妥当性を検証する必要があるとともに、地域による満足度の違いとその要因を

明らかにする必要がある。 

 

第 5 章 終章 

 

本研究では、有用性と利用動機という 2 つの視点から「失独者の家」への満足度の

要因分析を行った。分析の結果、利用者の有用性がサービスへの満足度の向上に、さ

らに情報入手という動機が強い人で情報満足度が高いことが明らかになり、仮説が支

持された。しかし、他方では利用動機が福祉サービス利用ではサービス満足度が低く、

さらに利用しての有用性が高い人では情報満足度が低いという、仮説が支持されない

結果も得られた。 
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